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病変に対する ADC 値の診断能について評価することである。 
 
対象と方法 
 2005 年 8 月から 2006 年 9 月までに仰臥位乳房 MRI が撮像された 151 症例のうち、
MR 検査後生検もしくは手術で病理組織の結果が確定しているもの、あるいは 2年以上
の経過観察で良性と判断されたもの、合計 75 症例 76 病変を抽出した。これらを 2名
の乳房画像診断を専門とする放射線科医が読影し、非腫瘤性病変と判断された 27 症
例（良性 11 例、悪性 16 例）を対象とした。①ダイナミック造影像における形態・内
部性状評価、②ダイナミックカーブ、③拡散強調像における ADC について、各々の読
影医が臨床情報なしに独立して評価し、合議のうえ診断を決定した。なお①②につい





結   果 
ダイナミック造影像における形態・内部性状評価では有意差は見られなかったもの
の、悪性病変では segmental distribution（p=0.090）もしくは branching-ductal 
distribution（p=0.054）を示す傾向が見られた。ダイナミック造影像の診断能は感
度 68.8%、特異度 63.6%、陽性的中度 73.7%、陰性的中度 58.3%、正診度 66.7%であり、
偽陽性が 4例、偽陰性が 5例に認められた。 
ダイナミックカーブでは良悪性で差異がみられず、鑑別診断には有用でないと考え
られた。 
平均 ADC 値は良性 1.207×10-3mm2/s、悪性 0.968×10-3mm2/s と悪性において低い傾
向があったが、有意差は見られなかった（p=0.109）。ROC 解析では、良悪性鑑別に最
も有効な ADC 値の閾値は 1.1×10-3 mm2/s であり、有意差はないものの、1.1×10-3 mm2/s
未満は悪性疾患に多く認められた（p=0.054)。この閾値を用いた場合の ADC 値の診断
能は感度 68.8%、特異度 72.7%、陽性的中度 78.6%、陰性的中度 61.5％、正診度 70.4%


















ADC 値のみでは非腫瘤性病変に対する乳房 MRI の良悪性鑑別診断能向上は困難であ
るが、ダイナミック造影像や他の画像と組み合わせることによって、診断能向上が期
待できると考えられる。今回は症例数が 27 例と少ないので、更に症例数を重ね、他
の画像も加えた場合の診断能の評価が望まれる。 
